
こんにちは！ 日本共産党の

ご相談はお気軽にお寄せください

2009年7月10日 №134
〒319-1112

東海村村松2401-2
oona_toukai@yahoo.co.jp

電話･ﾌｧｯｸｽ 029-284-0761

〈バックナンバーは http://www.jcp-net.jp/ibahoku/toukai/oona/ でお読みいただけます〉

守れ！ 憲法９条

日本共産党の総選挙ひとくち政策
②子育てを国が応援する

「子どもにかかる費用が大変」「保育園がすくなすぎ」「犯罪や食

の安全が心配」――子育て世代の悩みはつきません。子どもたちは、

家族だけでなく社会にとっても大切な宝物です。

子育てママ、パパを応援することは、国の責任です。

・国の制度として、こどもの医療費を無料化する。 ・児童手当を増額、支給年齢を引きあげる。

・保育園を大はばにふやす。 ・ひとり親世帯への支援を拡充する。

育児休業中でも保育所入所を可能にしてほしい
・・・ 村立保育所入所児のお母さんから寄せられました ・・・

働きながら子育てをしている方は、村内にもたくさん

いらっしゃいます。保育所は、親の就労、子どもの生活

と成長を保障する場として、なくてはならない施設です。

国・自治体の責任で、保育所の整備・拡充をすすめる

ことはますます重要になっています。

最近寄せられたお母さんの声に次のようなものがあり

ます。「二人目のこどもを出産し、育児休業に入るとき、

原則、１人目のこどもは保育所を退所しなければなりま

せん。村では、『親が育児休業の証明書をつけて村に

申請し、村が認めたとき、１年に限って入所継続できる』

となっていますが、育児休業は最長３年間認められて

います。上のこどもの成長を考えれば、引き続き集団生

活をさせたいと考えます。保育所が、保育に欠ける子を

預かる施設という位置づけのために、こうしたことが発生

するとのことですが、こどもの将来を考えていただき、希

望すれば育児休業中でも入所できるようにしてほしいと

思います」というものでした。

こどもは未来の主人公であり、社会の希望です。一人

ひとりのこどもが大切にされ、安心して子育てできる社

会にしていくことが急がれています。

子育てしやすい社会環境を整えるために、こうしたお

母さんたちとも力をあわせていきたいと思います。

かつては４ヶ所あっ

た村立保育所が、

今は３ヶ所に。

左は、百塚保育所。

大豊プラント許可取消訴訟
第８回裁判を傍聴して

７月８日、２０数名のみなさんと８回裁判を傍聴

しました。裁判は、これまでの原告の主張に対す

る県側の反論が示されてきていますが、今回は、

裁判所が県側に対し、「大豊プラントの資金収支

計画には、融資を受ける金融機関名や借り入れ

利率等、明示されていないが、県は、経理的基

礎の判断基準とされる厚生省（当時）基準に照ら

して、これらをどのように判断したのか釈明するよ

う」求めました。次回裁判で、県がどのように釈明

するのか、聞き逃すことはできません。

第９回 裁判：９月１６日（水）午前１０時３０分から


